
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 

１．総 括 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．水道経営費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．水道事業費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

町の水道は、士幌簡水（本町、中士幌、中央）、新田簡水（新田、西士幌）、朝陽簡
水（朝陽、西堀田、下居辺）の３つの簡易水道で町内全域を給水しており、住民生活や
社会活動に直結したライフラインとして重要な役割を果たしている。 
経営の状況は、歳入総額３０３，４０９千円、歳出総額は２７０，５９６千円で差引

３２，８１３千円を翌年度に繰り越すことになった。 
歳入の内訳は、料金収入１９４，４１６千円、一般会計繰入金５９，２９５千円、起

債１６，０００千円、その他収入３３，６９８千円となり、料金収入は物価高騰対策と
して実施した生活者応援水道基本料金減免事業分の一般会計繰入金を合わせても２，５
９１千円の減額となった。 
歳出の内訳は、水道経営費１３４，３５２千円、水道事業費８４，２８０千円、公債

費５１，９６４千円となり、水道経営費は１４，９０４千円、水道事業費は９，５１３
千円の増額となった。 
使用料の徴収状況は、督促や催告書の送付及び給水停止の実施などで徴収を強化し、

収入未済額は過年度分が１７７件６，１２１，３１４円、現年度分が４件２２，７４７
円となった。 
今後も、施設管理に万全を期し安定した給水を図るとともに、効率的な経営に努める。 

 
維持管理業務を実施することにより、良質な水道水の安定供給を実現することができ

た。 
主な経営費 

業 務 名 概      要 決算額（千円） 

動 力 費 電気代 23,376 

漏 水 調 査 中士幌              委託 2,310 

機械計装設備点検 町内全施設             委託 1,567 

施 設 管路 の 修 理 管路漏水修理8件、施設修理11件ほか 27,568 

メ ー ター 器 更 新 417件                請負 6,292 

計  61,113 

※水道経営費の財源は、主に水道料金となっている。 
 
老朽化した施設や管路を整備するため水道事業の実施により、漏水事故率の低減が図

られた。 
主な事業費 

事 業 名 概     要 決算額（千円） 

単 独 水 道 事 業 

調査費など 1,232 

移設工事 6,622 

施設工事 2,156 

敷設工事 31,647 

負 担 金 事 業 水道事業償還負担金 42,623 

計  84,280 

事業費の財源内訳    繰  入  金  ～ １９，６０８千円 （２３．３％） 
           料 金 収 入  ～ ６４，６７２千円 （７６．７％） 
              計       ８４，２８０千円 
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４．公 債 費 
 
 
 
 
５．使 用 水 量 

及   び 
普及率など 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．水道使用料 

収 納 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
前年度未償還残高    １，１２２，１９７千円 
本年度事業債発行額      １６，０００千円 
本年度償還金額        ４３，７１５千円 
本年度末未償還残高   １，０９４，４８２千円 

 
（ ）前年度   

項目・地区名 士幌簡水 新田簡水 朝陽簡水 計 

（㎥） 

年間総配水量 

 (615,849) 

    635,318 

(680,353) 

  683,124 

(662,464) 

  631,905 

(1,958,666) 

 1,950,347 

（㎥） 

年間有収水量 

(537,343) 

  524,631 

 (563,923) 

  560,469 

 (577,584) 

  574,926 

(1,678,850) 

 1,660,026 

（％） 

有  収  率 

(87.3) 

   82.6 

(82.9) 

   82.0 

(87.2) 

    90.9 

(85.7) 

    85.1 

 (件)  

件    数 

(2,257) 

       2,257 

(316) 

        314 

 (503) 

      509 

(3,076) 

   3,080  

 (人)  

区 域 内 人 口 

(4,308) 

   4,262 

(546) 

      537 

(1,295) 

   1,284 

(6,149) 

   6,083 

 (人) 

給 水 人 口 

(4,304) 

   4,259 

(546) 

    537 

(1,295) 

   1,284 

(6,145) 

      6,080 

（％） 

普 及 率 

(99.9) 

  99.9  

(100.0) 

    100.0 

(100.0) 

   100.0 

(99.9) 

99.9 

 
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化している中で、原油価格や物価が高騰し

ている状況を踏まえ、光熱費がかさむ冬期間（令和５年１月から３月の３ヶ月間）町
民及び町内事業者の負担軽減を図る目的で水道使用料の基本料金減免を実施した。 

  （ ）前年度 

区 分 現 年 度 分 滞納繰越分 計 

調 定 額 
(205,013,556円) 
193,922,234円     

(8,882,282円) 
6,809,054円   

 (213,895,838円) 
200,731,288円    

収 納 額 
(204,978,620円) 
  193,899,487円  

  (735,864円) 
   516,970円  

 (205,714,484円) 
   194,416,457円  

不納欠損額 
       (0円) 
         0円  

(1,372,300円) 
170,770円  

(1,372,300円) 
170,770円 

未 収 額 
  (34,936円) 
    22,747円  

(6,774,118円) 
  6,121,314円  

  (6,809,054円) 
    6,144,061円  

収 納 率 
   (99.98％) 
     99.99％  

   (8.28％) 
    7.59％  

    (96.18％) 
      96.85％  

減免分料金 
 

8,706,940円 
 

 
8,706,940円 

※減免分は一般会計より繰入 
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